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1. 積分をせよ。

(1)

∫ −2

0

3x dx

(2)

∫ 0

3

(x2 + 3x− 1)dx

(3)

∫ 2

−1

(x+ 2)(x− 2)dx

(4)

∫ 3

−1

(2x+ 3)2dx+

∫ −1

3

(2x+ 3)2dx



略解

(1)

∫ −2

0

3x dx =

[
3 · x

2

2

]−2

0

=

(
3 · 4

2

)
− (0) = 6

(2)

∫ 0

3

(x2 + 3x− 1)dx =

[
x3

3
+ 3 · x

2

2
− x

]0
3

= (0)−
(
27

3
+ 3 · 9

2
− 3

)
= −

(
6 +

27

2

)
= −39

2

(3)

∫ 2

−1

(x+ 2)(x− 2)dx =

∫ 2

−1

(x2 − 4)dx =

[
x3

3
− 4x

]2
−1

=

(
8

3
− 4 · 2

)
−
(
−1

3
+ 4 · 1

)
= 3− 8− 4 = −9

(4) 第 1の積分と第 2の積分では、被積分関数が　 (2x+ 3)2 　と共通で、積分範囲も第１の

積分の積分範囲が　 −1から 3、第 2の積分が　 3から −1　と逆転しているだけなので∫ a

b

f(x)dx = −
∫ b

a

f(x)dx を用いると良い。∫ 3

−1

(2x+ 3)2dx+

∫ −1

3

(2x+ 3)2dx =

∫ 3

−1

(2x+ 3)2dx−
∫ 3

−1

(2x+ 3)2dx = 0

別解

２つの積分の被積分関数が　 (2x+ 3)2 　と共通であり、

積分の範囲が　 −1から 3　と　 3から −1　とつながるので、∫ c

a

f(x)dx+

∫ b

c

f(x)dx =

∫ b

a

f(x)dx 　を用いて

さらに、
∫ a

a

f(x)dx = 0　を適用して、∫ 3

−1

(2x+ 3)2dx+

∫ −1

3

(2x+ 3)2dx =

∫ −1

−1

(2x+ 3)2dx = 0　としても良い。


